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ていなし E。本研究では Torsionを引き起こすメカニズムを明らかにするため、 Torsion中のカサガイ幼生にお
ける細胞分裂活性を計測した。その結果、幼生の足の基部において左右非対称な細胞分裂活性が観察された。
巻貝の左右性の決定に関与しているとされる Nodalシグナル経路を、薬剤を用いて阻害した結果、足基部に
おける左右非対称な縮施増殖も Torsionも生じなかった。以上の結果から、腹足類の TorsionはNodalシグ
ナルによって引き起こされる足基部での左右非対称な細胞増殖によってもたらされたことを示唆する。
審査の結果の要旨
進化発生学の隆盛により、多細胞動物の形態進化の背景がかなり明らかになりつつある。その中で冠輪動
物群は最も研究の立ち後れた分類群であり、その中でも軟体動物二枚貝にいたっては、 100年以上研究の進
展が止まっている状態であった。そのなかで、著者は二枚貝における発生学的な手法を確立し、二枚貝特有
の体制j進化に関して、重要な知見をもたらした。まさに、 100年の時間を突き破った研究は快挙とも言える
ものであり、審査会でも高く評領された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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